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氷
の
造
形

　

二
十
年
以
上
も
前
に
、
知
人
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
死
に
、
嫁
の
Ａ
子
さ
ん
は
最
後

を
看
取
っ
た
。
古
風
な
家
庭
で
の
お
だ
や

か
な
最
後
の
風
景
を
書
い
た
こ
と
が
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
今
度
は
そ
の
Ａ
子
さ
ん

が
倒
れ
て
寝
た
き
り
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

八
十
三
歳
に
な
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

急
に
元
気
が
な
く
な
っ
て
寝
込
ん
で
し

ま
っ
た
。「
も
う
長
く
は
な
い
か
ら
、
医
者

を
呼
ば
な
く
て
い
い
よ
」と
い
う
。そ
れ
で

も
心
配
な
の
で
、
近
所
の
医
師
に
相
談
に

い
っ
た
。

古
く
か
ら

家

族

そ

ろ
っ
て
、

な
に
か
に

つ
け
て
世

話
に
な
っ
て
い
る
老
開
業
医
で
あ
る
。

　

Ａ
子
さ
ん
の
話
を
黙
っ
て
聞
い
て
い
た

老
医
師
は
に
っ
こ
り
う
な
ず
き
な
が
ら

言
っ
た
。「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
言
う
と
お

り
に
し
ま
し
ょ
う
。
私
も
時
々
看
に
行
き

ま
す
か
ら
、
声
を
か
け
て
優
し
く
し
て

や
っ
て
く
だ
さ
い
」

　
「
そ
ろ
そ
ろ
今
晩
か
も
し
れ
な
い
ね
。

極
楽
か
地
獄
か
ど
ち
ら
だ
ろ
う
か
ね
」
と

い
う
。

　

Ａ
子
さ
ん
は
急
い
で
家
事
を
す
ま
せ
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
布
団
の
上
で
赤
ん
坊
の

よ
う
に
抱
き
か
か
え
る
と
「
極
楽
に
き

ま
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
、
二
人
は
顔
を
見

合
わ
せ
て
、
に
こ
に
こ
と
笑
い
合
っ
た
。

「
Ａ
子
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
と
有
難
と
う
。

私
の
お
返
し
は
笑
顔
し
か
な
い
け
れ
ど
、

こ
れ
だ
け
で
も
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
」

　

こ
う
し
た
日
が
、
し
ば
ら
く
続
い
た
あ

る
日
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
嫁
の
腕
の
中

で
、
お
だ
や
か
な
頬
笑
み
を
残
し
て
、
息

を
ひ
き
と
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

二
十
数
年
が
た
っ
た
。
Ａ
子
さ
ん
は
最

近
倒
れ
た

と
い
う
の

で
、
病
院

へ
見
舞
い

に

行

っ

た
。
病
名

は
よ
く
分
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
手
足
が

痛
く
て
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
ベ
ッ
ト

が
最
新
式
の
医
療
器
具
に
か
こ
ま
れ
、
モ

ニ
タ
ー
で
監
視
さ
れ
て
、
す
っ
か
り
老
け

込
ん
で
い
た
。
し
か
し
迎
え
て
く
れ
た
笑

顔
は
美
し
か
っ
た
。「
ず
い
ぶ
ん
痛
む
と

い
う
の
に
よ
く
笑
顔
に
お
ら
れ
る
ね
」
と

い
う
と
彼
女
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
笑

顔
と
い
う
大
き
な
遺
産
を
も
ら
い
ま
し

た
。
今
度
は
私
が
遺
し
て
い
く
番
で
す
。

こ
れ
だ
け
が
生
き
て
き
た
恩
返
し
で
す
。」

と
ま
た
に
っ
こ
り
し
た
。
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政 策

総
数
が　

年
ぶ
り
に
３
０
０
万

３０

人
割
れ

　

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
同
日
現
在
の

地
方
公
務
員
総
数
は
２
９
９
万
８
、
４

０
２
人
と　

年
以
来　

年
ぶ
り
に
３
０

７６

３０

０
万
人
未
満
に
。
対
前
年
比
純
減
数
は

　

年
の
調
査
開
始
以
来
最
大
と
な
る
４

７５万
３
、
７
２
０
人
で
純
減
率
は
１
・
４

％
。「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」の
純
減
目
標

（
全
体
で
５
・
９
％
）
に
対
す
る
進
捗
率

は　

・
４
％
で
、
団
体
区
分
別
で
は
、

２４
県
が　

・
２
％
、
指
定
都
市
が　

・
２

１９

３１

％
、
市
町
村
が　

・
２
％
。
な
お
、
総

２５

数
は　

年
の
３
２
８
万
２
、
４
９
２
人

９４

を
ピ
ー
ク
に
、　

年
か
ら　

年
連
続
で

９５

１２

純
減
。
そ
の
累
積
純
減
数
は　

万
４
、

２８

０
９
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

総
数
を
行
政
分
野
別
に
み
る
と
、
一

5.75.7％の定員純減に向け％の定員純減に向け
　　　　　　 　初年度は　初年度は1.41.4％減に％減に

自治体定員管理・給与実態調査の概要総務省 自治体定員管理・給与実態調査の概要

5.7％の定員純減に向け
　　　 　初年度は1.4％減に

般
行
政
部
門
は
全
体
の　

・
３
％
に
当

３４

た
る
１
０
２
万
７
、
１
２
８
人
で
、
前

年
比
で
は
過
去
最
大
と
な
る
２
万
１
、

７
３
２
人
の
減
（
２
・
１
％
減
）。
う
ち

福
祉
関
係
を
除
く
一
般
行
政
は　

万
６１

３
、
８
０
１
人
（
前
年
比
１
万
４
、
０

３
４
人
、
２
・
２
％
の
減
）、
福
祉
関
係

は　

万
３
、
３
２
７
人
（
同
７
、
６
９

４１
８
人
、
１
・
８
％
の
減
）
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
教
育
部
門
は
前
年
比
１
・
２

％
減
の
１
１
２
万
５
、
７
１
５
人
（
総

数
の　

・
５
％
）、
警
察
部
門
は
政
令
定

３７

数
の
増
に
よ
り
同
１
・
２
％
増
の　

万
２７

７
、
５
４
３
人
（
同
９
・
３
％
）、
消
防

部
門
は
同
０
・
４
％
増
の　

万
６
、
３

１５

１
５
五
人
（
同
５
・
２
％
）。
公
営
企
業

等
会
計
部
門
は
民
間
委
託
な
ど
に
よ
り

過
去
最
大
の
１
万
１
、
９
１
４
人
減

（
２
・
８
％
減
）
と
な
り
、　

万
１
、
７

４１

０
１
人
（
総
数
の　

・
７
％
）
だ
っ
た
。

１３

な
お
、
国
が
定
員
基
準
を
幅
広
く
定
め

る
教
育
、
警
察
、
消
防
、
福
祉
で
総
数

の
約　

％
を
占
め
て
い
る
。

６５
町
村
職
員
数
が
７
万
人
減

　

さ
ら
に
総
数
を
団
体
区
分
別
に
み
る

と
、
都
道
府
県
職
員
数
は
１
５
９
万

６
、
３
０
５
人
（
総
数
の　

・
２
％
）

５３

と
前
年
比
１
万
３
、
３
２
３
人
、
０
・

８
％
の
減
。
市
町
村
は
１
４
０
万
２
、

０
９
７
人
（
同　

・
８
％
）
で
同
過
去

４６

最
大
の
３
万
３
９
７
人
、
２
・
１
％
の

減
（
指
定
都
市
を
除
く
純
減
率
は
２
・

　

総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
、
地
方
自
治
体
の
定
員
管
理
と
給
与
実
態
の
調

査
結
果
（
２
０
０
６
年
４
月
１
日
現
在
）
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
同
日
現
在
の
地
方
公
務
員
総
数
は
過
去
最
大
の
対
前
年
比
純
減
に

よ
り　

年
ぶ
り
に
３
０
０
万
人
を
割
り
込
み
、
２
９
９
万
８
、
４
０
２

30

人
に
。「
骨
太
方
針
２
０
０
６
」
で
５
年
間
で
５
・
７
％
の
純
減
が
要
請

さ
れ
る
中
、
初
年
度
の
純
減
率
は
１
・
４
％
と
な
っ
た
。
一
方
、
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
は
全
自
治
体
平
均
で
は
前
年
比
０
・
０
ポ
イ
ン
ト
低
下

の　

・
０
。
た
だ
町
村
は　

・
５
と
前
年
よ
り
さ
ら
に
０
・
２
ポ
イ
ン

98

93

ト
低
下
し
た
。
個
別
団
体
で
は
長
野
県
王
滝
村
が　

・
５
と　

を
切
り

67

70

最
も
低
く
、
島
根
県
海
土
村
（　

・
１
）、
大
分
県
姫
島
村
（　

・
０
）

72

73

な
ど
５
町
村
も　

を
切
っ
て
い
る
。
な
お
、
今
回
か
ら
は
ラ
ス
指
数
と

80

併
せ
、
給
与
構
造
改
革
で
導
入
さ
れ
た
「
地
域
手
当
」
に
よ
り
補
正
し

た
「
地
域
手
当
補
正
後
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
」
も
公
表
。
そ
の
結
果
、

全
団
体
の
平
均
同
指
数
は
ラ
ス
指
数
よ
り
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
上
昇
。
町

村
で
も
同
じ
く
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

福祉関係を除く
　一般行政
　　408,894人
　　　（29.2％）

一

般

行

政

公営企業等会計部門
318,123人
（22.7％）

消防部門
137,824人
（9.8％）

教育部門
190,881人
（13.6％）

福祉関係
346,375人
（24.7％）

教育、消防、福祉
675,080人
（48.1％）

市町村
1,402,097人
（100.0％）

○部門別職員数〔市町村〕
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活 動

０
％
）。
そ
れ
ぞ
れ　

年
連
続
、　

年

１５

１０

連
続
の
純
減
。
な
お
、
町
村
の
職
員
総

数
は　

万
５
、
３
１
９
人
（
全
体
の
５
・

１７

９
％
）
で
前
年
の　

万
７
、
８
６
３
人

２４

（
同
８
・
１
％
）
よ
り
市
町
村
合
併
の
影

響
で
７
万
２
、
５
４
４
人
も
減
少
し

た
。

　

市
町
村
職
員
数
を
行
政
分
野
別
に
み

る
と
、
福
祉
関
係
を
除
く
一
般
行
政
が

　

万
８
、
９
９
４
人
（　

・
２
％
）
で
、

４０

２９

福
祉
関
係
が　

万
６
、
３
７
５
人
（　

・

３４

２４

７
％
）、
教
育
部
門
が　

万
８
８
１
人

１９

（　

・
６
％
）、
消
防
部
門
が　

万
７
、

１３

１３

８
２
４
人
（
９
・
８
％
）、
公
営
企
業
等

会
計
部
門
が　

万
８
、
１
２
３
人
（　

・

３１

２２

７
％
）
だ
っ
た
。

町
村
ラ
ス
指
数
は
０
・
２
ポ
イ

ン
ト
低
下
の　

・
５

９３

　

一
方
、
同
日
現
在
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
は
全
自
治
体
平
均
で　

・
０
と
前

９８

年
比
０
・
０
ポ
イ
ン
ト
低
下
。
団
体
区

分
別
に
み
る
と
、
都
道
府
県
が　

・
２

９９

（
前
年
比
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
低
下
）、
指

定
都
市
が
１
０
０
・
２
（
同
０
・
１
ポ

イ
ン
ト
上
昇
）、市
が　

・
４（
同
０
・
２

９７

ポ
イ
ン
ト
低
下
）、
町
村
が　

・
５
（
同

９３

０
・
２
ポ
イ
ン
ト
低
下
）、
特
別
区
が
１

０
１
・
４
（
同
１
・
１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）。

　

分
布
状
況
を
み
る
と
、
全
団
体
（
１
、

８
９
０
団
体
）
中
、
１
、
７
１
５
団
体

（　

・
７
％
）
が
１
０
０
未
満
。
１
０
０

９０以
上
１
０
５
未
満
は
１
７
５
団
体（
９
・

３
％
）と
前
年
よ
り　

団
体
減
少
し
た
。

２４

な
お
、市
町
村
の
ラ
ス
指
数
を
み
る
と
、

最
も
高
い
の
は
１
０
３
・
８
の
東
京
都

調
布
市
で
、
１
０
２
・
６
の
東
京
都
武

蔵
野
市
、東
京
都
国
立
市
、１
０
２
・
４

○地方公務員数の推移（各年４月１日現在）
（単位：人、％）

注）平成13年の純減数については、調査区分の変更により、一般行政部門から公営
企業等会計部門に23,147人が移動しているためであり、その影響分を除いた場
合の一般行政部門の増減数は、▲14,799人（▲1.3％）となる。

一般行政部門総　　　　数

年 対前年
増減率

対前年
増減数

職員数
対前年
増減率

対前年
増減数

職員数

0.67,1721,174,5140.411,6933,282,4926

0.03241,174,838▲0.1▲4,1603,278,3327

▲0.0▲2911,174,547▲0.1▲3,8513,274,4818

▲0.2▲2,8531,171,694▲0.2▲7,3633,267,1189

▲0.5▲5,7261,165,968▲0.5▲17,6243,249,49410

▲0.4▲4,5381,161,430▲0.5▲17,3363,232,15811

▲0.9▲9,8971,151,533▲0.9▲27,8613,204,29712

▲3.3注▲37,9461,113,587▲1.0▲32,7653,171,53213

▲1.2▲13,5481,100,039▲0.9▲27,2093,144,32314

▲1.3▲14,4541,085,585▲0.9▲27,3193,117,00415

▲1.5▲16,4341,069,151▲1.1▲33,4073,083,59716

▲1.9▲20,2911,048,860▲1.3▲41,4753,042,12217

▲2.1▲21,7321,027,128▲1.4▲43,7202,998,40218

本
部
長
と
す
る
「
地
方
分
権
改
革
推

進
本
部
」を
設
置
し
た
。
同
本
部
は
、

昨
年　

月
８
日
の
地
方
分
権
推
進
法

１２

の
成
立
を
受
け
、
地
方
六
団
体
と
し

て
第
二
期
分
権
改
革
に
お
け
る
具
体

的
方
策
の
検
討
や
国
に
対
す
る
積
極

的
な
提
案
を
行
い
、
分
権
改
革
を
推

進
す
る
た
め
に
設
置
し
た
も
の
。

　

発
足
式
に
は
、
本
会
か
ら
青
木
國

太
郎
副
会
長（
東
京
都
日
の
出
町
長
）

が
出
席
し
た
。
山
出
保
全
国
市
長
会

会
長
（
金
沢
市
長
）
は
、
事
務
局
職

員
に
対
す
る
訓
辞
の
中
で
「
権
限
・

税
源
の
移
譲
や
地
方
交
付
税
の
共
有

税
化
な
ど
い
ず
れ
も
重
く
厳
し
い
課

題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
し
た
上
で
、「
分
権
改
革
の
火

は
消
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
流
れ
を

止
め
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

地
方
分
権
改
革
推
進
本
部
を
設
置

地
方
分
権
改
革
推
進
本
部
を
設
置

地
方
分
権
改
革
推
進
本
部
を
設
置

地
方
分
権
改
革
推
進
本
部
を
設
置

地
方
六
団
体

　

全
国
町
村
会
（
会
長
・
山
本
文
男

福
岡
県
添
田
町
長
）
な
ど
地
方
六
団

体
で
構
成
す
る
地
方
自
治
確
立
対
策

協
議
会
は
、
１
月　

日
、
麻
生
渡
全

１６

国
知
事
会
会
長
（
福
岡
県
知
事
）
を

△

推
進
本
部
の
看
板
を
掛
け
る
六
団
体

代
表
。右
が
青
木
全
国
町
村
会
副
会
長
。

看
板
は
山
本
全
国
町
村
会
長
が
揮
毫
。
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政 策

○ラスパイレス指数の状況

〈団体区分別ラスパイレス指数（一般行政職）〉

（1）　団体区分別の推移

増　　減平成

18．4．1

平成

17．4．1

平成

10．4．1

昭和

63．4．1

昭和

49．4．1
区　　分

17→1849→18

△0.0△12.698.098.0101.3103.4110.6
全地方公共

団 体 平 均

△0.4△12.199.299.6103.3104.5111.3都 道 府 県

0.1△15.9100.2100.1104.4107.6116.1指 定 都 市

△0.2△16.497.497.6102.1105.4113.8市

△0.2△5.793.593.796.196.899.2町 村

1.1－101.4100.3103.2107.0－特 別 区

（注）昭和49年４月１日現在の全地方公共団体平均は、特別区を含んでいない。

の
神
奈
川
県
藤
沢
市
、
１
０
２
・
３
の

東
京
都
墨
田
区
の
順
。
逆
に
低
い
の
は

長
野
県
王
滝
村
の　

・
５
で
、
島
根
県

６７

海
士
町
の　

・
１
、
大
分
県
姫
島
村
の

７２

　

・
０
、
新
潟
県
粟
島
浦
村
の　

・
５
、

７３

７３

沖
縄
県
多
良
間
村
の　

・
８
が
続
く
。

７８

地
域
手
当
ラ
ス
指
数
を
初
算
出

　

ま
た
、
今
回
初
め
て
、
国
と
地
方
の

「
地
域
手
当
」支
給
率
で
補
正
し
た
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数（「
地
域
手
当
補
正
後
ラ

ス
パ
イ
レ
ス
指
数
」）も
算
出
。
そ
の
結

果
、
自
治
体
平
均
指
数
は　

・
８
と
ラ

９８

ス
指
数
よ
り
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

た
。
な
お
、　

年
４
月
時
点
の
地
域
手

０６

当
支
給
団
体
総
数
は
５
３
２
。
内
訳
は

県
が　

、
指
定
都
市
が　

、
市
が
２
９

２７

１５

７
、
町
村
が
１
７
０
、
特
別
区
が　

。
２３

　

地
域
手
当
ラ
ス
指
数
を
団
体
区
分
別

に
み
る
と
、
都
道
府
県
は　

・
５
（
ラ

９９

ス
指
数
比
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）、
指

定
都
市
は
１
０
０
・
０
（
同
０
・
２
ポ

イ
ン
ト
低
下
）、
市
は　

・
９
（
同
１
・

９８

５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）、
町
村
は　

・
３

９４

（
同
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）、
特
別
区

は
１
０
０
・
５
（
同
０
・
９
ポ
イ
ン
ト

低
下
）
と
な
っ
た
。
市
町
村
で
は
東
京

都
羽
村
市
が
１
１
２
・
６
（
同　

・
１

１１

ポ
イ
ン
ト
上
昇
）
で
最
も
高
く
、
東
京

都
東
久
留
米
市
が
１
１
１
・
４
、
千
葉

県
鎌
ヶ
谷
市
が
１
１
０
・
３
、
東
京
都

日
の
出
町
が
１
１
０
・
１
、
神
奈
川
県

開
成
町
が
１
１
０
・
０
と
そ
れ
ぞ
れ
ラ

ス
指
数
よ
り
約　

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て

１０

い
る
。

　

こ
の
ほ
か
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
平

〈全地方公共団体のラスパイレス指数の分布状況（一般行政職）〉

（2）　分布状況の推移

増　　減平成
18．4．1

平成
17．4．1

平成
10．4．1

昭和
63．4．1

昭和
49．4．1

区　　分
17→1849→18

0△1,367
（0.0％）
0　　0794441,367105以上

△　24△　476
（9.3％）
175　　199825816628100～105

△551394
（90.7％）
1,715　　2,2662,3982,0551,321100未満

△214

394

（42.6％）
806　　1,0201,4051,059

1,321

95
　～100

内　
　

訳

△270
（35.0％）
661　　931765627

90
　～95

△　67
（13.1％）
248　　315228369

90
　未満

△575△1,449
（100.0％）
1,890　　2,4653,3023,3153,316合　　計

（注）１　昭和49．４．１及び49→18の増減には特別区を含まない。
　　２　昭和49．４．１及び49→18の増減のラスパイレス指数100未満の内訳については、

分離できない。
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活 動

頑
張
る
地
方
応
援
懇
談
会

頑
張
る
地
方
応
援
懇
談
会

安
倍
首
相
と
市
町
村
長

頑
張
る
地
方
応
援
懇
談
会

均
給
与
月
額
は
全
職
種
で
は　

万
２
、

４４

８
４
１
円
。
特
殊
勤
務
手
当
等
を
含
ま

な
い
国
と
同
ベ
ー
ス
で
計
算
す
る
と　
４０

万
１
、
６
１
６
円
に
な
る
。
な
お
国
は

　

万
６
８
５
円
。
一
般
行
政
職
で
み
る

４０と
、
自
治
体
平
均
は　

万
１
、
６
７
０

４３

円
（
国
ベ
ー
ス
で
は　

万
７
、
１
２
５

３９

円
）
の
一
方
、
国
は　

万
１
、
２
１
２

３８

円
。
団
体
別
で
は
、
県
が　

万　

円

４４

９４

（
同　

万
９
、
３
８
３
円
）、
指
定
都
市

３９
が　

万
９
、
５
４
７
円
（
同　

万
９
、

４７

４２

４
５
３
円
）、
市
が　

万
６
、
４
４
４
円

４２

（
同　

万
５
、
１
２
３
円
）、
町
村
が　

３９

３７

万
７
、
０
８
７
円
（
同　

万
２
、
２
３

３６

１
円
）
な
ど
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
特
殊
勤
務
手
当
の
４
月
分
支

給
額
は
全
自
治
体
で
は
１
５
２
億
７
、

７
０
０
万
円
で
職
員
一
人
当
た
り
は

５
、
０
９
３
円
。
対
前
年
比
で
は
支
給

額
が
１
４
億
８
、
１
０
０
万
円
、
一
人

当
た
り
が
４
２
０
円
減
少
。
町
村
を
み

る
と
、
支
給
額
は
５
億
９
、
８
０
０
万

円
で
、
一
人
当
た
り
は
３
、
４
３
２
円
。

対
前
年
比
で
は
支
給
額
は
２
億
１
、
５

０
０
万
円
減
っ
た
が
、
一
人
当
た
り
は

１
３
１
円
増
加
し
て
い
る
。

（注）１　実際の地域手当の支給額は、地域ごとの職員構成や異動保障の有
無により異なるが、「地域手当補正後ラスパイレス指数」は地域手
当の支給率のみで国と比較しているため、実際の支給額で比較し
た場合と算出結果が異なる。

　　２　地域手当の算出基礎に管理職手当等を含めていない（国と算出方
法が異なる）団体についても、上記の計算式により国と比較して
いる。

（参考）団体区分別　地域手当補正後ラスパイレス指数

差引B－A
地域手当補正後

ラス指数　（B）

ラスパイレス指数

（A）
区　　分

0.898.898.0全地方公共団体平均

0.399.599.2都 道 府 県

△0.2100.0100.2指 定 都 市

1.598.997.4市

0.894.393.5町 村

△0.9100.5101.4特 別 区

出
町
長
）、
山
出
保
全
国
市
長
会
会

長
（
金
沢
市
長
）
の
ほ
か
６
名
の
市

町
長
が
出
席
。
そ
の
う
ち
町
長
と
し

て
出
席
し
た
寺
島
光
一
郎
北
海
道
乙

部
町
長
（
全
国
町
村
会
常
任
理
事
）、

工
藤
祐
直
青
森
県
南
部
町
長
、
笠
松

和
市
徳
島
県
上
勝
町
長
が
、
地
域
資

源
を
活
か
し
た
独
自
の
施
策
を
そ
れ

ぞ
れ
報
告
し
た
。

　

引
き
続
き
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

市
町
長
側
か
ら
は
農
業
へ
の
株
式
会

社
参
入
を
認
め
る
規
制
緩
和
や
地
域

の
情
報
格
差
是
正
、も
の
づ
く
り
教
育

へ
の
支
援
な
ど
を
求
め
る
声
が
あ
げ

ら
れ
、こ
れ
に
対
し
安
倍
首
相
は「
市

町
村
長
た
ち
に
元
気
が
わ
い
て
く
る

施
策
に
取
り
組
み
た
い
」と
応
じ
た
。

　
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
、
自
治
体
が
独
自
に
地
域
活
性
化

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
策
定
、公
表
し
、

客
観
的
な
数
値
で
成
果
が
出
た
場

合
、
地
方
交
付
税
を
上
乗
せ
す
る
。

指
標
は
、
①
行
政
改
革
②
農
業
産
出

額
③
製
造
品
出
荷
額
④
事
業
所
数
⑤

出
生
率－

な
ど
９
項
目
。
地
方
交
付

税
に
よ
る
支
援
規
模
は
総
額
３
０
０

０
億
円
程
度
。
こ
の
う
ち　

年
度
は

１９

２
７
０
０
億
円
程
度
を
措
置
す
る
。

　

政
府
は
１
月　

日
、
平
成　

年
度

１６

１９

か
ら
本
格
的
に
実
施
す
る
「
頑
張
る

地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
環
と

し
て
、
安
倍
首
相
と
市
町
村
長
代
表

が
直
接
対
話
す
る
地
方
応
援
懇
談
会

を
首
相
官
邸
で
開
い
た
。
懇
談
会
で

安
倍
首
相
は
、「
今
年
は
地
方
が
元

気
を
出
す
年
に
す
る
」
と
決
意
を
示

す
一
方
、「
地
方
か
ら
ど
ん
ど
ん
ア

イ
デ
ア
を
出
し
て
欲
し
い
」
と
自
治

体
独
自
の
取
組
み
を
促
し
た
。

　

懇
談
会
に
は
、
菅
義
偉
総
務
省
は

じ
め
総
務
省
幹
部
と
全
国
町
村
会
の

青
木
國
太
郎
副
会
長
（
東
京
都
日
の

頑張る地方応援懇談会頑張る地方応援懇談会
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小
値
賀
町
の
概
要

　

小
値
賀
町
は
、
九
州
の
西
に
あ
る
五

島
列
島
の
北
部
に
位
置
す
る
大
小　
１７

（
内
無
人
島　

島
）
の
海
底
火
山
群
島

１０

で
、
ほ
ぼ
全
域
が
西
海
国
立
公
園
に
指

定
さ
れ
、
そ
の
特
異
な
景
観
は
、「
海
の

火
山
博
物
館
」「
東
洋
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
」

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 
神
様
か
ら
授
か
っ
た
資
源
の
恵
み
を
活
か
し
て

神
様
か
ら
授
か
っ
た
資
源
の
恵
み
を
活
か
し
てちょうちょう

　

小
値
賀
町
に
は
、
旧
石
器
時
代
（
２

万
５
千
年
前
）
か
ら
現
在
ま
で
連
綿
と

人
々
の
営
み
が
な
さ
れ
て
来
た
と
い

う
、
五
島
列
島
で
は
他
に
類
を
見
な
い

悠
久
の
歴
史
と
、
そ
れ
ら
を
支
え
て
き

た
豊
か
な
自
然
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
住

み
良
さ
は
、
五
島
列
島
で
唯
一
、
時
の

権
力
者
の
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
古

墳
が
２
基
発
見
さ
れ
た
こ
と
、
当
時
朝

鮮
半
島
と
の
交
易
を
示
す
鉄
製
の
斧
が

発
掘
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
ま

す
。

　

本
町
は
平
成
の
大
合
併
に
は
、
今
は

合
併
を
す
べ
き
時
で
は
な
い
と
い
う
、

行
政
・
議
会
・
住
民
の
意
思
に
よ
り
、

自
立
（
自
律
）
の
道
を
選
択
し
ま
し
た
。

町
の
財
政
は
税
収
や
交
付
税
の
減
収
に

よ
り
、
逼
迫
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
行
政
改
革
の
推
進
を
図
り
歳
出
の

削
減
に
努
め
、
よ
り
細
や
か
な
住
民
の

立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

Ｎ

長崎市

小値賀町

・

・

現
地
レ
ポ
ー
ト

現
地
レ
ポ
ー
ト

地
域
資
源
を
活
か
し
た
活
性
化
策

地
域
資
源
を
活
か
し
た
活
性
化
策

小値賀島全景小値賀島全景

ぢぢ

〜
小
値
賀
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
〜

〜
小
値
賀
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
〜

おお かか

長崎県長崎県　小小 値 賀値 賀 町町
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り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
人
口
は
、
平
成　

年　

月
１

１８

１２

日
現
在
で
３
、
２
８
８
人
、
世
帯
数
１
、

３
９
１
世
帯
で
、
高
齢
化
率
は　

・
９

３９

％
と
非
常
に
高
く
、
少
子
化
を
含
め
大

き
な
行
政
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
て

○
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
と
ア

イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム

１
、
小
値
賀
町
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状

　

小
値
賀
町
に
も
過
疎
の
嵐
が
吹
き
、

前
述
の
と
お
り
、
全
国
を
先
駆
け
る
超

高
齢
化
率
、
少
子
化
問
題
等
や
一
次
産

業
の
低
迷
等
が
そ
の
要
因
を
な
し
て
い

ま
す
。

　

そ
う
し
た
現
状
を
打
破
す
べ
く
、
こ

の
町
の
文
化
や
歴
史
資
源
、
人
的
資
源

の
魅
力
を
再
発
見
し
、
次
世
代
へ
つ
な

げ
て
行
こ
う
と
、
８
年
程
前
か
ら
人
材

育
成
事
業
を
立
ち
上
げ
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
国
土
庁
（
現

国
土
交
通
省
）
の
「
歴
史
・
伝
統
を
活

用
し
た
地
域
づ
く
り
と
都
市
・
農
村
交

流
の
促
進
に
よ
る
地
域
活
性
化
支
援
調

査
事
業
〜
歴
史
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
む
ら

づ
く
り
〜
」
調
査
の
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
の
分
析
結
果
を
受
け
て
『
自
然

と
の
共
生（
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

型
産
業
振
興
基
本
構
想
策
定
事

業
』を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
自
然
の
恵
み
豊
か
な
小
値

賀
町
に
お
い
て
『
島
暮
ら
し
体
験

し
た
い
ツ
ー
リ
ス
ト
』
と
住
民
と

の
交
流
の
推
進
と
、
小
値
賀
の
自

然
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
こ
と
な
ど

を
目
的
と
し
た
、
新
し
い
形
の
ま

ち
づ
く
り
の
核
と
し
て
「
な
が
さ

き
島
の
自
然
学
校
」
を
開
校
し
ま

し
た
。
環
境
保
全
と
地
域
振
興
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
発
展
を
目
指

す
「
環
境
地
域
づ
く
り
」
の
一
環

と
し
て
の
事
業
で
、
行
政
・
住
民

が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
値
賀
町
の
自
然
と
文

化
を
テ
ー
マ
に
、
町
内
外
の
参

加
を
得
て
野
崎
島
ワ
イ
ル
ド

パ
ー
ク
の
「
自
然
学
塾
村
」
を

施
設
の
核
と
し
た
「
な
が
さ
き

島
の
自
然
学
校
事
業
」
を
こ
れ

ま
で
運
営
し
て
き
て
い
ま
す
。

２
、
立
上
げ
前
に
お
け
る
問
題

点①
各
事
業
が
個
々
に
設
定
さ
れ

て
い
て
、
統
一
性
が
な
い
。

②
各
事
業
に
関
わ
る
住
民
が
、

ま
だ
少
数
で
偏
り
が
あ
る
。

③
各
事
業
に
対
す
る
住
民
の
理

解
度
が
薄
く
、
参
加
者
数
が
少

な
い
。

④
交
流
人
口
増
大
策
が
と
ら
れ

て
も
、
そ
の
受
け
皿
（
民
泊
）

作
り
が
進
ん
で
い
な
い
。

⑤
ツ
ー
リ
ス
ト
と
、
当
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
漁
業
の
活
性
化
が
結
び
つ
い

て
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

と
移
行
し
ま
し
た
。

３
、
対
応
策

　

こ
れ
ら
を
解
決
す
べ
く
行
政
と
民
間

と
で
、
研
究
会
を
発
足
し
連
携
を
深
め

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
始
め
ま
し
た
。

　

先
ず
次
頁
の
図
式
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
で
の
既
存
機
関
の
連
携
・
融
合
化
に

よ
る
新
し
い
組
織
の
編
成
に
つ
い
て
検

討
に
入
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
、
今
回
の
ア
イ
ラ
ン

ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
研
究
会
が
発
足
し

ま
し
た
。

･

　

一
般
的
に
農
業
で
は
「
グ
リ
ー
ン ･

ツ
ー
リ
ズ
ム
」、
漁
業
で
は
「
ブ
ル
ー 

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
ま
た
、
観
光
で
は
「
エ

･コ 
ツ
ー
リ
ズ
ム
」等
の
自
然
体
験
型
の

事
業
が
脚
光
を
浴
び
、
環
境
保
全
の
思

想
が
メ
ジ
ャ
ー
化
し
て
い
る
現
状
で
、

小
値
賀
町
で
は
、
そ
れ
ら
を
一
体
化
し

た
小
値
賀
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
ア
イ
ラ
ン

ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
目
指
す
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

先
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
各

△
野
崎
島
ワ
イ
ル
ド
パ
ー
ク

△

野
崎
島
で
の
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験

　
（
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
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事
業
を
つ
な
ぐ
統
一
的
目
標
を
定
め
、

連
携
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住

民
に
提
示
す
る
こ
と
で
理
解
と
参
加
を

促
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。
ま
た
、
事
業
の
連
携
の
強
化
、
ま

た
は
コ
ン
パ
ク
ト
で
機
能
的
な
組
織
を

再
編
成
を
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
進
め

る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
一
手
段
と
し
て
位
置

付
け
、
よ
り
具
体
的
に
、
費
用
対
効
果

が
あ
ら
わ
れ
、
産
業
の
活
性
化
へ
導

き
、
地
域
住
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

当
町
を
訪
れ
る
ツ
ー
リ
ス
ト
に
癒
し
と

夢
を
与
え
、
皆
が
郷
愁
を
お
ぼ
え
て
く

れ
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

上
で
の
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

次
い
で
一
昨
年
、
環
境
省
ふ
れ
あ
い

推
進
室
や
日
本
交
通
公
社
、
町
内
の
関

係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
小
値
賀
ア
イ

ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
を
立
上
げ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
ア
イ
ラ
ン
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
ど
う
進
め
て
い
く
の

か
、
将
来
の
組
織
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

と
検
討
を
す
す
め
、
そ
の
結
果
「
な
が

さ
き
島
の
自
然
学
校
」、「
観
光
協
会
」、

「
民
泊
の
実
践
組
織
」
を
一
体
化

し
、
機
能
性
の
あ
る
組
織
に
よ

り
、
経
費
の
合
理
化
、
事
業
の
ス

ム
ー
ズ
な
運
営
に
つ
な
が
る
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
つ
い
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
お
ぢ

か
ア
イ
ラ
ン
ド
協
会
を
次
の
と
お

り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
法
人
は
、
小
値
賀
町
の
特

色
を
生
か
し
た
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
島
暮
ら
し
体
験
）
の
推

進
を
目
指
し
、
地
域
活
動
の
主
体

と
な
る
実
践
者
と
各
支
援
者
が
相

互
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
多
様
な

農
村
漁
村
の
島
体
験
や
地
域
の
情

報
発
信
の
事
業
を
展
開
す
る
た
め

に
、
体
験
型
観
光
の
担
い
手
の
養

成
、
地
域
に
伝
わ
る
食
文
化
や
生

活
文
化
の
伝
承
並
び
に
自
然
環
境

保
全
や
島
の
魅
力
再
発
見
の
形
成

と
と
も
に
、
企
業
や
行
政
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
促
進
し
、

地
域
振
興
並
び
に
外
国
や
都
市
と

島
の
交
流
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
し
た
。

　

昨
年
ア
メ
リ
カ
の
高
校
の
教
師

　

名
を
受
け
入
れ
各
種
ツ
ア
ー
を

２０商
品
化
し
、
交
流
人
口
拡
大
に
努

め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
は

ア
メ
リ
カ
の
高
校
生
３
０
０
名
を

受
け
入
れ
予
定
の
『
島
の
暮
ら
し

ラ
イ
フ
』
の
企
画
が
順
調
に
進
み

つ
つ
あ
り
ま
す
。
春
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
一
流
の
演
奏
家
を
招
き
、『
感
性
・
感

動
・
調
和
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
教
会
コ

ン
サ
ー
ト
や
自
然
の
中
で
の
レ
ッ
ス

ン
・
環
境
教
育
な
ど
も
実
施
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
々
が
町
を
訪
れ

る
『
長
崎
お
ぢ
か
国
際
音
楽
祭
』
も
開

催
さ
れ
、
今
年
で
６
回
目
を
迎
え
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
小
値
賀
町
の
ア

イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、第
１
次
産
業

を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
交
流
・
定
住
人

口
の
増
大
、
国
際
交
流
・
協
力
を
目
指

し
、
多
く
の
ビ
ジ
タ
ー
で
賑
わ
う
町
づ

く
り
の
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
で
し
ょ
う
。

（
長
崎
県
小
値
賀
町
長　

山
田　

憲
道
）

島 内 向島 内 向 連携の強化連携の強化 島外向け島外向け
自然と共生型

産業振興事業

ながさき島の

自然学校事業
島 内 向 連携の強化 島外向け

△
野
首
天
主
堂
で
の
教
会
コ
ン
サ
ー
ト

　
（
長
崎
お
ぢ
か
国
際
音
楽
祭
）

△

民
泊
（
ア
メ
リ
カ
の
高
校
教
師
を
迎
え
て
）
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町
は
、
昨
年
３
月
に
閉
校
し
た
町

立
宮
田
小
学
校
（
写
真
）
の
再
利
用

計
画
を
全
国
か
ら
募
集
し
て
い
る
。

　

町
に
よ
る
と
再
利
用
計
画
の
全
国

公
募
は
珍
し
く
、　

件
以
上
の
問
合

３０

せ
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

同
校
の
閉
校
に
伴
い
町
で
は
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
校
舎
や
屋
内
体

育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
施
設
の

再
利
用
方
法
を
模
索
。
そ
の
結
果
、

企
業
な
ど
に
一
括
し
て
貸
付
け
る
こ

と
と
し
、
再
利
用
計
画
を
全
国
公
募

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
産
業
振
興
や

福
祉
の
向
上
、
地
域
の
雇
用
を
生
む

計
画
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
条
件
。
２

月　

日
ま
で
計
画
案
を
募
り
、
３
月

２３
中
に
は
決
定
す
る
予
定
だ
。

　

村
は
、
少
子
化
・
人
口
対
策
と
し

て
富
田
地
区
に
村
外
の
若
者
向
け
の

住
宅
三
戸
を
建
設
す
る
。
村
に
よ
る

と
１
月　

日
ま
で
入
居
者
を
募
集
し

１０

た
と
こ
ろ
８
組
の
応
募
が
あ
っ
た
と

い
う
。

　

若
者
向
け
住
宅
は
木
造
２
階
建
て

の
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
、
２
月
下
旬
の
完
成

予
定
。家
賃
は
月
４
万
２
千
円
で
、敷

金
は
家
賃
３
カ
月
分
。
小
学
生
以
下

の
子
供
が
い
る
夫
婦
を
対
象
と
し
た
。

　

村
は
、
人
口
７
千
人
を
目
指
し
て

村
外
か
ら
移
住
し
て
も
ら
え
る
環
境

整
備
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
保
育
料

の
値
下
げ
や
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
等
の
子
育
て
支
援
策
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

町
の
「
か
も
風
鈴
ま
つ
り
実
行
委

員
会
」
が
、
静
岡
県
主
催
の
「
２
０

０
６
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
し
ず
お
か
」

の
「
プ
ロ
セ
ス
（
開
発
活
動
）
賞
」

を
受
賞
し
た
。

　
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
し
ず
お
か
」

は
、
県
内
で
開
発
・
生
産
さ
れ
る
デ

ザ
イ
ン
の
優
れ
た
製
品
や
も
の
づ
く

り
の
活
動
を
選
定
・
顕
彰
す
る
も
の
。

受
賞
し
た
同
実
行
委
員
会
は
、
町
内

在
住
の
ガ
ラ
ス
作
家
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
で
構
成
し
て
お
り
、
町
の
名

産
「
か
も
風
鈴
」
の
Ｐ
Ｒ
等
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
な
ど
が
評
価

さ
れ
た
。

　

町
は
こ
れ
ま
で
風
鈴
の
引
き
売
り

を
は
じ
め
と
す
る
ガ
ラ
ス
文
化
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、「
か
も

風
鈴
」は
商
標
登
録
も
さ
れ
て
い
る
。

　

町
は
４
年
振
り
の
町
勢
要
覧
改
訂

に
併
せ
て
、
小
学
生
向
け
の
副
読
本

を
初
め
て
作
成
し
た
。

　

町
勢
要
覧
は
、「
ま
ち
づ
く
り
編
」

（　

ペ
ー
ジ
）
と
「
歴
史
文
化
編
」

１６
（
４
ペ
ー
ジ
）
で
構
成
。「
ま
ち
づ
く

り
編
」
で
は
、　

集
落
で
構
成
す
る

１３

「
む
ら
づ
く
り
委
員
会
」の
誕
生
秘
話

を
紹
介
。「
歴
史
文
化
編
」
は
、
戦
国

武
将
の
藤
堂
高
虎
ら
「
甲
良
三
大
偉

人
」
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

小
学
生
向
け
副
読
本
は
、
イ
ラ
ス

ト
を
多
用
し
て
お
り
、
総
合
学
習
で

町
内
を
勉
強
す
る
小
学
生
の
た
め
に

作
成
し
た
。

　

町
勢
要
覧
５
千
部
を
全
戸
配
布
し

た
ほ
か
、
副
読
本
は
３
千
部
を
作

成
、
小
学
校
な
ど
に
置
い
た
。
希
望

者
に
は
原
則
、
無
料
で
配
布
す
る
。

　

町
は
１
月
１
日
に
町
民
歌
と
町
民

憲
章
を
制
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
同　

日
１３

の
新
庁
舎
竣
工
式
典
で
町
民
に
披
露

し
た
。

　

町
民
歌
は
、
昨
年
８
月
に
全
国
か

ら
歌
詞
を
募
集
し
、
東
大
阪
市
の
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
駒
井
瞭

さ
ん
（　

）
の
作
品
に
決
定
。
日
本

７１

作
詞
家
協
会
副
会
長
の
志
賀
大
介
氏

が
補
作
し
て
歌
詞
を
決
め
、
曲
は
作

曲
家
の
池
田
八
声
氏
が
手
掛
け
た
。

町
民
歌
は
、
サ
ビ
の
歌
詞
が
「
い
い

ね　

い
い
ね
が
合
言
葉
」
と
明
る
い

雰
囲
気
の
曲
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
憲
章
は
町
内
か
ら
募
集

し
、
１
６
８
点
の
中
か
ら
５
点
を
選

定
。「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
豊
か
な

自
然
を
育
み
、
希
望
あ
ふ
れ
る
ま

ち
」
な
ど
を
謳
っ
て
い
る
。

　

町
は
、
道
の
駅
「
日
吉
夢
産
地
」

の
隣
接
地
に
市
民
農
園
「
日
吉
ふ
れ

あ
い
農
園
」
を
整
備
す
る
。
都
市
住

民
に
自
然
と
ふ
れ
あ
う
場
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
農
業
・
農
村
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
の
が
目
的
。
２

月
中
に
も
完
成
さ
せ
、
利
用
者
の
募

集
を
始
め
る
。

　

同
農
園
は
、
コ
テ
ー
ジ
付
き
の
Ａ

タ
イ
プ
（
６
区
画
）
と
青
空
農
園
の

Ｂ
タ
イ
プ
（
７
区
画
）
を
用
意
。
使

用
料
は
Ａ
タ
イ
プ
が
年
間　

万
円
、

１２

Ｂ
タ
イ
プ
が
年
間
５
千
円
で
、
１
世

帯
・
団
体
に
つ
き
１
区
画
と
す
る
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
し

町
外
の
人
を
優
先
す
る
。
農
業
経
験

等
の
有
無
は
問
わ
な
い
。
使
用
期
間

は
４
月
１
日
か
ら
来
年
３
月
末
ま
で

の
１
年
間
で
、
２
回
ま
で
更
新
で
き

る
。

　

町
は
、
昨
年
１
月
の
２
町
村
合
併

に
伴
い
全
国
公
募
し
た
町
章
を
決
定

し
た
。

　
　

都
道
府
県
か
ら
９
０
４
作
品
の

４１
応
募
が
あ
り
、
町
の
検
討
委
員
会
で

選
考
し
た
結
果
、
札
幌
市
の
会
社

員
・
中
村
優
美
さ
ん
（　

）
の
デ
ザ

２６

イ
ン
に
決
定
し
た
。
新
し
い
町
章

は
、
八
重
瀬
町
の
頭
文
字
「
八
」
を

旧
２
町
村
に
ま
た
が
る
八
重
瀬
岳
に

見
立
て
、
鮮
や
か
な
緑
色
で
大
地
を

表
現
。
中
心
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
丸
で

人
々
の
気
力
を
表
す
「
う
ま
ん
ち
ゅ

の
魂
」
を
表
し
、
下
部
分
は
水
色
で

「
自
然
と
共
生
す
る
清
ら
か
で
美
し

い
ま
ち
」
を
表
現
し
た
。

「
か
も
風
鈴
」
が
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
セ
ス
賞
を
受
賞

静
岡
県
西
伊
豆
町

若
者
向
け
住
宅
３
戸
を
建
設

長
野
県
喬
木
村

廃
校
再
利
用
計
画
を
全
国
公
募

北
海
道
ニ
セ
コ
町

全
国
公
募
の
町
章
を
決
定

沖
縄
県
八
重
瀬
町

「
い
い
ね　

い
い
ね
が
合
言
葉
」

町
民
歌
を
制
定

兵
庫
県
香
美
町

町
勢
要
覧
改
訂
で
小
学
生
向
け
副

読
本
を
作
成

滋
賀
県
甲
良
町

市
民
農
園
を
整
備

愛
媛
県
鬼
北
町
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随 想
　

童
謡
「
お
う
ま
」
の
歌
詞
に
は
「
か

あ
さ
ん
」
と
「
こ
う
ま
」
は
出
て
き
ま

す
が
、「
と
う
さ
ん
」
は
な
ぜ
出
て
こ
な

い
の
で
し
ょ
う
。

　

浦
河
町
に
は
、
約
三
百
の
牧
場
が
あ

り
、
毎
年
千
四
百
頭
も
の
サ
ラ
ブ
レ
ッ

ド
が
誕
生
す
る
ま
ち
で
、
北
海
道
の
牧

歌
的
イ
メ
ー
ジ
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

ま
た
日
高
支
庁
全
体
で
、
全
国
の
サ
ラ

ブ
レ
ッ
ド
生
産
の
実
に
八
二
％
（
六
千

頭
余
り
）
を
占
め
る
日
本
有
数
の
競
走

馬
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
将
来
の
Ｇ
１
レ
ー

ス
を
目
指
す
子
供
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と

が
目
的
の
た
め
、
牧
場
に
は
母
馬
と
子

馬
だ
け
が
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

一
方
父
馬
は
、
多
く
が
種
牡
馬
専
門
の

牧
場
で
飼
わ
れ
て
い
る
た
め
、
普
段
目

に
す
る
ま
き
ば
の
風
景
に
は
「
と
う
さ

ん
」
は
残
念
な
が
ら
い
な
い
の
で
す
。

　

本
来
の
「
お
う
ま
」
の
解
釈
と
は
違

い
ま
す
が
、
牧
場
観
光
の
際
の
薀
蓄
と

し
て
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
も
な
く
、
母
馬
は
出
産
の
時
期
を

迎
え
ま
す
。
そ
し
て
春
の
到
来
と
と
も

に
「
と
ね
っ
こ
」
と
呼
ば
れ
る
、
生
ま

れ
た
ば
か
り
子
馬
と
母
馬
の
姿
が
、
微

笑
ま
し
い
童
謡
の
情
景
と
な
り
ま
す
。

　

本
町
の
牧
場
は
家
族
経
営
の
小
規
模

な
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
生
産
者
の

誰
も
が
目
標
と
す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
レ
ー
ス

の
最
高
峰「
日
本
ダ
ー
ビ
ー
」で
は
、
十

八
頭
も
の
優
勝
馬
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
メ
イ
シ
ョ
ウ
サ
ム
ソ
ン
を
は

じ
め
、三
冠
馬
ミ
ス
タ
ー
シ
ー
ビ
ー
、五

冠
馬
シ
ン
ザ
ン
な
ど
、
名
馬
と
称
せ
ら

れ
る
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
た
ち
が
、
巣
立
っ

て
い
っ
た
こ
と
は
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
強
い
馬
づ
く
り
を
一
層
推

進
し
、
世
界
に
通
用
す
る
馬
づ
く
り
の

た
め
、
日
本
中
央
競
馬
会
に
よ
っ
て
、

世
界
レ
ベ
ル
の
施
設
と
調
教
技
術
を
兼

ね
備
え
た
競
走
馬
の
育
成
調
教
施
設
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
規
模
は
冬
期
間
で
も
十
分
な
調

教
が
可
能
と
な
る
千
メ
ー
ト
ル
の
屋
内

直
線
馬
場
や
広
大
な
草
原
を
利
用
し
た

グ
ラ
ス
馬
場
、
坂
路
の
グ
ラ
ス
馬
場
な

ど
、
総
敷
地
面
積
千
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
有
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ホ
ー
ス
の
誕

生
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま

す
。

　

北
海
道
に
と
っ
て
馬
は
、
開
拓
の
歴

史
の
中
で
開
墾
、
運
送
な
ど
欠
か
せ
な

い
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
本
町
に

お
い
て
は
、
明
治
時
代
に
軍
馬
の
生
産

か
ら
始
ま
り
、
戦
後
競
走
馬
へ
と
つ
な

が
る
中
で
、
独
自
の
文
化
が
形
成
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
「
騎
馬
参
拝
」
は
、
明
治
時

代
か
ら
続
く
伝
統
行
事
で
、
そ
の
年
の

無
病
息
災
を
祈
っ
て
毎
年
一
月
二
日
に

行
わ
れ
ま
す
。
二
十
騎
あ
ま
り
の
騎
馬

が
神
社
の
石
段
を
一
気
に
駆
け
上
が
る

姿
は
勇
壮
で
す
。

　

近
年
で
は
、
障
が
い
者
の
乗
馬
に
よ

る
療
育
（
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
）
や
自
然

豊
か
な
環
境
で
の
ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
な
ど
、
馬
に
よ
る
癒
し
や
乗
馬
を
楽

し
む
と
い
っ
た
新
し
い
文
化
も
定
着
し

つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ら
の
「
馬
文
化
」
は

後
世
に
残
し
た
い
「
北
海
道
遺
産
」
に

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
馬
文
化
」
が
危
機

に
直
面
し
て
い
ま
す
。「
地
方
競
馬
」や

「
ば
ん
え
い
競
馬
」は
長
年
に
わ
た
り
自

治
体
の
財
政
運
営
に
一
定
の
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
が
、
不
況
の
長
期
化

や
余
暇
の
多
様
化
か
ら
収
益
の
悪
化
に

よ
っ
て
次
々
と
廃
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

地
元
の
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬
も
多
額

の
累
積
赤
字
を
抱
え
、
経
営
改
善
の
道

を
探
っ
て
い
ま
す
。
も
し
こ
こ
で
、
競

走
馬
の
産
地
か
ら
地
方
競
馬
が
消
え
て

し
ま
え
ば
、
全
国
の
地
方
競
馬
も
連
鎖

的
に
廃
止
へ
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

競
馬
は
十
六
世
紀
に
英
国
で
始
ま
っ

た
と
さ
れ
る
歴
史
あ
る
文
化
で
あ
り
、

消
失
し
た
文
化
は
、再
生
で
き
ま
せ
ん
。

　

か
つ
て
日
本
の
競
馬
は
、
一
面
的
に

ギ
ャ
ン
ブ
ル
と
さ
れ
、
暗
い
イ
メ
ー
ジ

の
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ス

タ
ー
ホ
ー
ス
の
誕
生
や
主
催
者
の
懸
命

な
努
力
に
よ
り
、
今
で
は
老
若
男
女
を

問
わ
ず
楽
し
め
る
健
全
な
娯
楽
へ
と
変

わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
道
程
を
考

え
る
と
、
こ
の
危
機
を
乗
り
切
る
術
は

あ
る
は
ず
で
す
。

　

競
走
馬
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
、
汗
を

か
き
、
知
恵
を
振
り
絞
っ
て
「
お
う
ま

の
お
や
こ
」
が
い
る
景
色
を
、
次
の
世

代
に
残
そ
う
と
決
意
を
新
た
に
い
た
し

ま
す
。

随

想
「
お
う
ま
」
文
化

北
海
道
浦
河
町
長

谷
川　

弘
一
郎
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総
務
省
消
防
庁
は
、
こ
の
ほ
ど
「
平
成

　

年
版
消
防
白
書
」
を
公
表
し
た
。

１８
　

同
白
書
は
、
市
町
村
消
防
の
広
域
化
や

消
防
団
の
充
実
強
化
、
大
規
模
災
害
等
に

備
え
た
災
害
対
応
能
力
の
充
実
強
化
な
ど

消
防
組
織
の
体
制
強
化
を
特
集
し
た
。

　

消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て
は
、
消
防
体

制
の
充
実
強
化
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
常
備
消
防

の
規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
消
防
団
の
充
実
強
化
で
は
、
減

少
傾
向
に
あ
る
団
員
の
確
保
に
向
け
、
特

定
の
災
害
活
動
や
役
割
を
行
う
「
機
能
別

団
員
」
や
消
防
団
活
動
に
協
力
的
な
事
業

者
を
認
定
す
る
「
消
防
団
協
力
事
業
者
表

示
制
度
」
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

平
成　

年
の
出
火
件
数
は
、
５
万
７
、

１７

４
６
０
件
（
対
前
年
比
２
、
９
２
７
件
減
）

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
内
訳
は
、
建
物
火

災
が
３
万
３
、
０
４
９
件
で
最
も
多
く
、

次
い
で
、
車
両
火
災
が
６
、
６
３
０
件
、

林
野
火
災
が
２
、
２
１
５
件
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
他
の
火
災
が
１
万
５
、
４
３
６

件
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
死
者
数
は

２
、
１
９
５
人
で
前
年
よ
り
１
９
１
人
増

加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
消
防
体
制
に
つ
い
て
、
平
成　
１８

年
４
月
１
日
現
在
、
消
防
本
部
及
び
消
防

署
の
常
備
化
市
町
村
は
、
１
、
７
８
０
市

町
村
で
、
常
備
化
率
は
市
町
村
数
で　

・
９７

７
％
（
市
は
１
０
０
％
、
町
村
は　

・
１

９６

％
）
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
消
防
団
は

２
、
５
８
４
団
、
消
防
団
員
は　

万
７
人

９０

で
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
市
町
村
に
設
け
ら

れ
て
い
る
。

農
山
漁
村
活
性
化
戦
略
ま
と

ま
る 

― 
農
林
水
産
省 
―

　

観
光
立
国
の
実
現
を
目
指
し
、
施
策
の

基
本
理
念
や
国
と
地
方
自
治
体
の
責
務
な

ど
を
定
め
た
観
光
立
国
推
進
基
本
法
が
、

第
１
６
５
国
会
に
お
い
て
、
議
員
提
案
に

よ
り
昨
年　

月　

日
成
立
、
本
年
１
月
１

１２

１３

日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
昭
和　

年
に
制
定
さ
れ

３８

て
以
来　

年
余
り
経
過
し
た
旧
観
光
基
本

４０

法
を
全
面
改
正
し
た
も
の
。
こ
の
間
の
国

民
の
観
光
ス
タ
イ
ル
の
変
化
へ
の
対
応
や

政
府
が
２
０
１
０
年
ま
で
に
訪
日
観
光
客

１
千
万
人
を
目
指
し
て
い
る
ビ
ジ
ッ
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
後
押
し
を

す
る
こ
と
な
ど
、
観
光
立
国
の
実
現
に
関

す
る
施
策
と
し
て
講
ず
べ
き
こ
と
な
ど
を

定
め
て
い
る
。

　

同
法
で
は
、
地
域
の
住
民
が
誇
り
と
愛

着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
活
力
に
満
ち
た

地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
、
そ
の
基
本
的
施
策
と
し
て
①
国
際
競

争
力
の
高
い
魅
力
あ
る
観
光
地
の
形
成
②

観
光
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
観

光
の
振
興
に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
③
国

際
観
光
の
振
興
④
国
内
外
か
ら
の
観
光
旅

行
の
促
進
の
た
め
の
環
境
の
整
備
に
必
要

な
施
策
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
附
帯
決
議
と
し
て
、
地
方
公
共
団

体
の
自
主
性
及
び
主
体
性
を
尊
重
し
つ

つ
、
や
る
気
の
あ
る
地
域
に
よ
る
知
恵
と

工
夫
に
あ
ふ
れ
た
観
光
振
興
の
取
組
み
を

支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
拡

大
と
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
推
進
に
努
め

る
こ
と
や「
観
光
庁
」等
の
設
置
の
実
現
に

努
力
す
る
こ
と
等
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

政
府
は
今
後
、
観
光
立
国
に
関
す
る
施

策
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
「
観
光
立
国
推
進

基
本
計
画
」
を
６
月
を
目
途
に
作
成
し
、

閣
議
決
定
す
る
予
定
。
ま
た
、
法
の
趣
旨

を
踏
ま
え
て
、
地
域
の
魅
力
あ
る
観
光
地

づ
く
り
の
取
組
み
に
対
す
る
支
援
、
ビ

ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

強
化
な
ど
、
観
光
立
国
に
向
け
た
施
策
を

関
係
省
庁
が
連
携
し
て
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

観
光
立
国
推
進
基
本
法
が
成
立

　

農
林
水
産
省
が
設
置
し
た
農
山
漁
村
活

性
化
推
進
本
部
は
こ
の
ほ
ど
、
農
山
漁
村

が
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
自
ら
考
え
行

動
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
活
性
化
の
方
策

や
具
体
的
な
手
法
を
「
農
山
漁
村
活
性
化

戦
略
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
公
表
し
た
。

　

こ
の
「
戦
略
」
で
は
、
農
山
漁
村
に
存

在
し
活
用
で
き
る
資
源
は
あ
る
程
度
共
通

し
、
先
進
的
な
手
法
も
一
定
の
共
通
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
参
考
と
な
る
よ

う
９
つ
の
戦
略
例
と
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的

な
活
性
化
の
方
法
等
を
示
し
て
い
る
。　

　

９
つ
の
戦
略
は
、
農
林
水
産
物
を
核
に

し
た
①
生
産
・
販
売
戦
略
②
加
工
戦
略
③

輸
出
戦
略
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
④
交

流
戦
略
⑤
観
光
連
携
戦
略
⑥
バ
イ
オ
マ
ス

戦
略
、
新
た
な
手
法
と
し
て
⑦
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
⑧
企
業
連
携
戦
略
⑨
地
域

リ
ー
ダ
ー
等
育
成
戦
略
に
分
類
さ
れ
て
い

る
。

　

地
域
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
戦
略

や
具
体
的
な
活
性
化
方
策
等
を
参
考
に

し
、
組
み
合
わ
せ
、
更
に
、
新
た
な
取
組

み
に
挑
み
な
が
ら
、
地
域
に
適
し
た
独
自

の
戦
略
と
独
自
の
活
性
化
方
策
を
考
え
出

し
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
お
り
、
こ
の
「
戦
略
」
の
参
考
資

料
と
し
て
「
地
域
の
取
組
事
例
集
」
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

農
水
省
は
、
２
月
以
降
、
本
省
や
地
方

農
政
局
等
に
農
山
漁
村
の
活
性
化
に
つ
い

て
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
９
つ
の
戦
略

に
対
応
し
た
基
盤
と
な
る
支
援
施
策
を
展

開
し
て
い
く
方
針
。

消

防

白

書

ま

と

ま

る
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